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広報はこね　2019.December
猫犬
捨 や 　　 を飼うときは最後まで責任を持って!　どうしても飼えない場合は環境課（☎85－9565)に相談を。

第 ７ 回 交通安全ポスターコンクールを開催しました

～年末年始を安全に～
　年末年始は何かと自宅を空ける期間が多いため、
空き巣や住居侵入などが多く発生します。
　泥棒は、夜、家に灯りが点いていないことで留
守宅であることを確認し、侵入してきます。外出
するときは、室内の灯りをあらかじめ点けておく、
テレビのタイマーを使って音が出るようにするな
ど防犯対策をしましょう。僅かな行動の差が、被
害防止に繋がります。

～年末は振り込め詐欺や悪徳商法にも注意！！～
　年末は、ボーナス時期のため、いつもより出費
が多くなり、お金が出ていくことに鈍くなりがち
です。犯人も年末をダシに誘いをかけてきます。
　「年内に処理しないとまずい」「今年のうちでな
いと」「年内特別にやっている」は、年末特有の
手口です。このような言葉が出たときは詐欺と疑
い、絶対にお金を振り込んだり、渡したりしない
でください。

年末年始特別警戒
12月 1 日㈰～令和 2年 1月 3日㈮

　
小
・
中
学
生
を
対
象
に
、
第
７

回
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー

ル
を
実
施
し
、
審
査
の
結
果
、
次

の
８
点
が
入
賞
し
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

　
入
賞
作
品
は
、
交
通
安
全
啓
発

活
動
の
Ｐ
Ｒ
に
活
用
し
ま
す
。
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６
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５
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井い

出で

大や
ま
翔と

　町内では、高齢者や二輪車の交通事故が多発しています。
　夜間の外出には、目につきやすい「明るい服装」や「夜
間反射材」を身につけ、自分の身は自分で守る心がけをし
ましょう。
　また、車や二輪車の走行では、普段走り慣れた道であっ
ても、一瞬の油断に危険が潜んでいることを十分認識し、
スピードの出し過ぎに注意するなど、「ゆとり運転」を心
がけ、交通事故防止に努めてください。

年末の交通事故防止運動
12月11日㈬～ 20日㈮

『無事故で年末　笑顔で新年』

　飲酒運転に「つい」や「うっかり」は、
絶対にありません。
　年末年始は、お酒を飲む機会が多くなり
ますが、飲酒運転は自分だけではなく、他
人を巻き込む悲惨な事故を引き起します。

　また、運転手に酒類を提供することや、飲酒運転の車に
同乗することも、大きな責任を負うことになります。

飲酒運転根絶強化月間
12月 1 日㈰～ 31日㈫

『乗る人に　飲ませるあなたも　犯罪者』

町
民
交
通
傷
害
保
険
の

加
入
を
受
け
付
け
て
い

ま
す

　
町
民
交
通
傷
害
保
険
の
加
入
申

し
込
み
を
総
務
防
災
課
町
民
係
お

よ
び
出
張
所
で
随
時
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

　
少
額
の
保
険
料
で
加
入
で
き
ま

す
の
で
、
万
一
の
交
通
事
故
に
備

え
、
家
族
み
ん
な
で
加
入
し
ま

し
ょ
う
。

対
象
者　
町
内
在
住
の
方
お
よ
び

町
内
に
通
勤
・
通
学
し
て
い
る
方

加
入
期
間　
加
入
日
～
令
和
２
年

３
月
31
日
㈫

保
険
料　
12
月
中
に
加
入
さ
れ
る

方
は
１
口
１
２
０
円
で
す
。

※
保
険
料
は
、
月
ご
と
に
１
口
30

円
減
額
さ
れ
ま
す
。

※
１
人
２
口
ま
で
加
入
で
き
ま
す
。

保
険
の
対
象　
被
保
険
者
が
、
国

内
で
の
車
両
（
電
車
・
自
動
車
・

二
輪
車
・
自
転
車
な
ど
）
の
衝
突

お
よ
び
横
転
事
故
、
ま
た
は
歩
行

中
の
車
両
と
の
接
触
事
故
に
遭
わ

れ
た
場
合
、
保
険
金
が
支
払
わ
れ

ま
す
。
た
だ
し
、
航
空
機
・
船
舶

な
ど
に
よ
る
事
故
は
支
払
い
の
対

象
外
で
す
。

支
払
わ
れ
る
保
険
金
（
加
入
口
数

１
口
に
つ
き
）

○�

死
亡
ま
た
は
事
故
に
よ
る
後
遺

障
害
認
定
を
受
け
た
場
合
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１
０
０
万
円

○�

け
が
に
よ
り
１
日
以
上
通
院
・

入
院
し
た
場
合

�

５
，
０
０
０
円
～
12
万
円

※
治
療
期
間
に
よ
っ
て
金
額
は
変

わ
り
ま
す
。

そ
の
他　
こ
の
保
険
は
、
他
の
保

険
（
健
康
・
労
災
・
生
命
・
傷
害
・

自
動
車
保
険
）
な
ど
と
関
係
な
く
、

保
険
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。
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行
政
書
士
に
よ
る

成
年
後
見・遺
言・相
続
等

無
料
相
談
会

　
自
分
自
身
や
大
切
な
ご
家
族
の

将
来
の
安
心
に
備
え
る
た
め
に
、

気
に
な
る
こ
と
を
相
談
し
て
み
ま

せ
ん
か
？

開
催
日
時
お
よ
び
場
所
　
12
月
９

日
㈪
14
時
～
16
時

箱
根
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
さ
く

ら
館　
相
談
室

※
申
し
込
み
は
不
要
で
す
が
、
事

前
予
約
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

照
会
先　
箱
根
町
地
域
包
括
支
援

箱根町交通安全総ぐるみ大会
　１2月 7 日㈯に仙石原文化センターで「第 １回箱根町
交通安全総ぐるみ大会」を開催します。
　この大会は、小田原警察署、町内の交通安全関係機
関および団体の協力のもと、交通安全の推進と交通事
故防止を図ることを目的に行うものです。

　当日は交通安全ポスターコンクール入賞者の表彰、
交通安全講話や交通安全に係る展示等を行いますので、
ぜひ来場してください。
日　時　１2月 7 日㈯１3時30分
場　所　仙石原文化センター
主な内容
　〇交通安全ポスターコンクール入賞者表彰
　〇交通安全講話
　〇ミニ白バイの展示
　〇子ども用警察官制服の試着
照会先　総務防災課（町民係）☎85−7１６0
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プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の

申
請
期
限
を
延
長
し
ま
す

～
申
請・購
入・使
用
に
は

�

期
限
が
あ
り
ま
す
～

　
消
費
税
・
地
方
消
費
税
率
引
上

げ
が
低
所
得
者
・
子
育
て
世
帯
の

消
費
に
与
え
る
影
響
を
緩
和
す

る
た
め
、「
住
民
税
非
課
税
の
方
」

と
「
小
さ
な
乳
幼
児
の
い
る
子
育

て
世
帯
」
を
対
象
と
し
て
、
10
月

1
日
か
ら
４
千
円
で
５
千
円
分
の

お
買
い
物
が
で
き
る
プ
レ
ミ
ア
ム

付
商
品
券
を
総
務
防
災
課
町
民
係

及
び
出
張
所
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

　
住
民
税
非
課
税
の
方
が
商
品
券

を
購
入
す
る
に
は
、
申
請
手
続
き

が
必
要
に
な
る
こ
と
を
お
知
ら
せ

し
て
お
り
ま
す
が
、
少
し
で
も
多

く
の
方
に
ご
利
用
い
た
だ
く
た
め

に
、
申
請
期
限
を
11
月
29
日
㈮
か

ら
12
月
20
日
㈮
に
延
長
し
ま
し
た
。

申
請
を
し
て
い
な
い
方
は
、
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

対
　
象　
住
民
税
（
均
等
割
）
が

課
税
さ
れ
な
い
方
（
課
税
さ
れ
て

い
る
方
の
配
偶
者
や
扶
養
さ
れ
て

い
る
場
合
、
生
活
保
護
受
給
者
な

ど
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。
）

　
な
お
、
子
育
て
世
帯
の
対
象
者

分
（
平
成
28
年
４
月
２
日
～
令
和

元
年
９
月
30
日
の
間
に
生
ま
れ
た

子
が
属
す
る
世
帯
の
世
帯
主
）
に

つ
い
て
は
、
申
請
手
続
き
が
な
く
、

「
商
品
券
購
入
引
換
券
」
を
送
付

済
み
で
す
。

提
出
先　
福
祉
課
又
は
出
張
所
の

窓
口
に
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
（
郵
送
も
可
）。
審
査
後
に

「
商
品
券
購
入
引
換
券
」
を
送
付

し
ま
す
。

販
売
期
限　
令
和
２
年
２
月
28
日

㈮※
期
間
中
の
役
場
の
閉
庁
日
に
は

販
売
し
ま
せ
ん
。

使
用
可
能
期
限　
令
和
２
年
３
月

31
日
㈫

※
使
用
可
能
期
限
を
過
ぎ
た
場
合
、

商
品
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。
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企
画
課
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